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新年あけましておめでとうございます。 

感染症の広まりから、およそ２年。新たな生活様式やオンライン化の促進 

などにより、多方面で変化がありました。まだまだ大変な日々が続いていま 

すが、皆さまの多大なるご協力のおかげで、無事に新しい年を迎えることが 

できました。あらためてお礼を申し上げます。 

さて、あらたな年の始まりにあたり、「２０２２年は何に挑戦をしようか 

な」と目標をたててみるのもいいですね。それぞれの夢や目標に向かって進 

んでいける、穏やかな一年となることを願っています。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

『センター長のコラム』 第 17 回 

12 月 19日（日）アスト津イベント情報コーナーにおいて、三重 

盲ろう者きらりの会のクリスマス会が開催され、盲ろう者通訳・介 

助員養成講座の受講者がカリキュラムの一環として参加しました。 

参加者は総勢 31名（講座受講者３名、盲ろう者８名、その他スタッ 

フや賛助会員など 20名）。9月に学習をスタートした受講者は、こ 

れまで「盲ろう者概論」や「日常生活とニーズ」等の学習を通じて、 

数名の盲ろう者と会ったことはありましたが、一度に 8名もの盲ろ 

う者と交流するのは初めて！グループごとの交流や、ゲームやプレ 

ゼント交換を楽しみ、先輩通訳者と一緒に盲ろう者の移動やトイレ 

介助にもチャレンジしました。クリスマス会が終わった後の振り返 

りでは「気づかなかったこと」「気づいたけれど動けなかったこと」 

などの反省や「反省点も多かったが、楽しく話ができた」などの感 

想が聞かれました。来年の講座は 1月 16日スタートです。 

♬ 『三重盲ろう者きらりの会』クリスマス会に参加しました！ 

 

 11 月 20日に最後の実習を終え、21期生 5名が修了証を手に 

しました。今回修了した 21期生は、開講当初から新型コロナウ 

イルス感染症拡大の影響を受け、休講せざるを得ない期間があり 

ました。そんな大変な状況の中、最後まで熱心に学び続けていた 

だきました。 

「くじけそうになったこともあったけれど、仲間がいたから頑 

張れた」と目に涙を浮かべ互いにこれまでの頑張りをたたえ合い 

ました。 

講座修了が通訳者になるためのスタートであることを確認し、 

「今までありがとう、そしてこれからもよろしく」とあらためて 

今後のつながりを意識した 5名です（写真）。 

これからが楽しみです。 

♬ 手話通訳者養成講座 21期生が無事に修了！ 

 

♬ 『第９回センターまつり』の日程が決まりました！ 

 
＜ 日 程 ＞ ３/６（日）10：00頃～夕方まで 

＜ 会 場 ＞ 三重県生涯学習センター 

♪スケジュールに書き込んでおいてね♪ 



 

今回のおすすめ作品 

ご自宅から、作品の貸し出し申込みや返却ができます。 

①三重県聴覚障害者支援センターの利用者登録をします（既に登録済みの方は手続きは不要です）。 

②「字幕入り映像ライブラリー借受申込書」に必要事項を記入し、支援センターに提出してくださ 

い（郵送・ＦＡＸ・メールでＯＫ）。 

 ③貸し出しは、1 人 1 回 3 巻（枚）まで。 

 ④手渡しでの貸し出しが原則ですが、郵送を希望する場合は、郵送による貸し出しも行っています。 

 ⑤貸し出し期間は 2 週間まで。郵送による返却もＯＫです。返却時の郵送料はご負担ください。 

✐当センターホームページに、申込書や作品リスト、動画『字幕入り映像ライブラリーの利用につ

いて』を掲載していますのでご覧ください。 

 障害や病気があって進路に悩む３人の相談者にバリバラメン 

バーが答えていく。１人目は発達障害がある中学２年生。本に 

かかわる仕事がしたいが、勉強ができない環境に悩んでいる。 

２人目は視覚過敏や脊髄の病気で何もできないと悩む高校１年 

生。３人目は聴覚障害で人工内耳を付けている大学４年生。児 

童養護施設の職員になる夢があるが、聞こえない自分は子ども 

の負担になるのではないかと悩んでいる。 

🎦出演者：山本シュウ／大西瞳／玉木幸則／桂福点／ジミー大西 

🎦手話表現者：森田明 

🎦２０１８年・ＮＨＫ・２９分 

 北海道東部に位置する釧路湿原はタンチョウの国内最大の繁 

殖地だ。厳冬期でも凍ることのない湧き水が流れる川を鮭が産 

卵に上ってくる。その川の魚を目当てに猛きん類が集まる。手 

つかずの原野ではさまざまな命が育まれている。  

🎦手話表現者：那須映里 

🎦２０２０年・ＮＨＫ・１４分 

 

北海道の中央部、巨木がそびえる占冠（しむかっぷ）の森。厳しい冬の寒さで木の水分が凍り、幹が

裂ける。その裂け目で暮らすエゾモモンガたち。冬の間は同じ巣穴に何匹もが集まり互いの体を温め合

う。上空には森の王者、クマタカが舞う。樹液が凍ってできたつららには冬を耐え抜く鳥たちが集まる。  

🎦手話表現者：長谷川翔平 

🎦２０２０年・ＮＨＫ・１４分 
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